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総務費
10.9％

民生費
34.9％

衛生費
6.8％

商工費
5.1％

土木費
11.0％

消防費
3.4％

教育費
12.2％

公債費
11.0％

目的別

市税
26.4％

繰入金・繰越金
8.2％

諸収入4.3％

地方交付税
24.9％

地方譲与税等
7.7％

国県支出金等
19.1％

地方債
7.3％

改築を待つ高家児童館

前川カヌーコースに設置する
サーフウェーブのイメージ

一人一人が
住んでよかった
ゆたかな安曇野の実現へ

会 計 別 予 算
行政運営の基本となる一般会計のほか、特定の事業を行う
特別会計、地方公営企業の上下水道事業会計の予算は次の
とおりです。

会計名 令和8年度予算 前年度比
一般会計 481億8,000万円 △4.1%
特別会計 218億1,493万円 ＋2.1%

総計 699億9,493万円 △2.3%

水道事業会計 令和8年度予算 前年度比
収益的収入 22億6,340万円 ±0.0
収益的支出 20億9,665万円 ＋1.1%
資本的収入 7億7,574万円 ＋181.0%
資本的支出 20億5,899万円 ＋3.0%

下水道事業会計 令和8年度予算 前年度比
収益的収入 38億618万円 ＋0.7%
収益的支出 37億4,162万円 △0.5%
資本的収入 21億8,917万円 △5.1％
資本的支出 33億8,973万円 ＋0.4%

127億1,051万円（前年度比＋4.0％）
個人市民税（51億4,700万円）
固定資産税（56億8,300万円）など

＜分担金負担金等1.3％＞
6億771万円（前年度比＋2.8％）
保育児童保育料（1億7,120万円）など

＜財産収入・寄附金0.8％＞
3億9,152万円（前年度比＋11.4％）
ふるさと寄附金（3億円）など

20億8,912万円（前年度比△21.1％）
施設使用料など

37億2,924万円（前年度比＋4.2％）
地方消費税交付金（25億5,000万円）など

39億4,141万円（前年度比＋4.9％）
財政調整基金繰入金（10億2,843万円）など

35億2,660万円（前年度比△48.8％）
過疎債（4億6,630万円）
こども債（4億9,250万円）
借換債（7億2,350万円）など

安曇野の魅力を最大限発揮できるよう総合計画に定める将来ビジョン「自然、文化、産業が織りなす共生の街 安曇
野」を具現化するための６つの目標に基づき事業の選択と集中を行いました。予算の概要と主な事業を紹介します。                                

問財政課 ℡71-2005

歳  出

※万円未満四捨五入により金額の合計が一致しない場合があります。また同様に構成比の割合が100％にならない場合があります。

＜議会費0.6％＞
2億7,157万円（前年度比＋3.7％）

168億3,569万円（前年度比△3.6％）
乳幼児・高齢者などを支援するための経費

32億7,237万円（前年度比△2.5％）
生活環境保持のための経費

＜労働費0.1％＞
6,313万円（前年度比＋2.1％）
勤労者支援のための経費

18億1,933万円（前年度比△13.7％）
農産物等販路拡大事業、有害鳥獣駆除対策
事業、さとぷろ。などの経費

24億5,269万円（前年度比△10.5％）
制度資金貸付、企業助成事業、観光などの経費

58億6,708万円（前年度比＋15.2％）
認定こども園、小中学校、社会体育、文化事業などの経費

53億1,162万円（前年度比△10.5％）
借入金返済のための経費

世界農業遺産の登録認定に向けた取組み 新   　　　　  100万円
　令和 10 年度申請に向けて登録検討準備会の設置
　パンフレットの作成 

安曇野農産物をシンガポールで PR　　　　　　　　　  744万円
　令和５年から継続して行っている
　農産物プロモーション、市長のトップセールスを実施　

東部アウトドア拠点整備　　　　　　　　　　  １億 4,232万円
　前川カヌーコース整備としてサーフウェーブ設置と
　人道橋の架け替え、センターハウスの基本設計などを実施

フィルムコミッション立ち上げに向けた取組み 新           47万円
　映画などのロケ誘致、支援を組織的に推進する
　フィルムコミッション立ち上げに向けて先進地の視察などを実施

精神障がい者への医療費助成を拡大 新　　　 　　　1,389万円
　4 月診療分から医療費助成範囲を入院診療分まで拡大

医療的ケア児の家族支援　レスパイトケア事業 新　     360万円
　医療的ケア児の家族への支援として介護の負担などを
　軽減するレスパイト事業を新たに創設

こども誰でも通園制度を４月から実施 新　　　　　　  594万円
　南穂高認定こども園で実施　その他市内の私立保育園で実施予定

妊婦の RS ウイルス感染症ワクチンの定期接種化　　 1,493万円

児童クラブ等の整備に着手 新
　豊科南小学校児童クラブ　　　　　　　　　　　１億1,098万円
　豊科北小学校児童クラブ　　　　　　　　　　　　　 5,545万円
　穂高南小学校児童クラブ　　　　　　　　　　　  1億1,098万円
　高家児童館改築の基本設計　　　　　　　　　　　　 1,960万円

認定こども園園庭芝生化　　　　　　　　　　　　２億654万円
　アルプス、上川手、有明あおぞら、穂高認定こども園

2. 魅力ある産業を維持・創造するまち

１. いきいきと健康に暮らせるまち

性質別

120億円（前年度比＋3.4％）
普通交付税（113億円）
特別交付税（7億円）

91億8,390万円（前年度比＋6.6％）
児童手当国庫負担金（14億8,496万円）
自立支援給付費負担金（9億5,364万円）など

53億947万円（前年度比△14.0％）
市道新設改良事業、道路橋梁維持などの経費

16億5,239万円（前年度比△2.6％）

＜災害復旧費0.0％＞
150万円（前年度比△50.1％）

＜予備費0.1％＞
5,000万円（前年度比±0%）
想定外の支出に対応するための経費

481億 8,000 万円

当初予算
令和 8 年度

一般会計
予算

前年度比
△4.1％

歳  入

52億7,317万円（前年度比△0.8％）
庁舎管理、寄付採納、公共交通などの経費

農林水産業費
3.8％

公立認定こども園・幼稚園全園の園庭芝生化を推進

人件費
18.0％

物件費
18.5％

維持修繕費
0.5％

扶助費
13.4％

補助費等
17.7％

普通建設
事業費
11.5％

公債費
11.0％

積立金1.1％
貸付金3.0％
繰出金5.2％
予備費0.1％

災害復旧費
0.0％


